
一一
晰
卿

像 (福岡市

「福
岡
城
築
城
四
百
年
∵

「鴻

臆
館
発
掘
作
業
」
を
記
念
し
て
、

本
格
的
に
、
福
岡
城
跡
を
ど
の
よ

う
に
復
元
検
討
し
て
行
く

の
か
、

私
も
平
成
十
四
年
か
ら
参
画
し
、
全
国
の
城
郭
研
究
、

歴
史
学
者
、
文
部
科
学
省

・
福
岡
市
教
育
委
員
会
各
位

の
総
合
会
議
に
出
席
し
、
足
掛
け
四
年
、
学
術
的
な
立

地
と
将
来
性
を
見
据
え

て
の
基
本
構
想
が
平
成
十
七

年
二
月
に
完
成
し
た
。
そ

の
間
、
平
成
十
五
年
六
月

二
十
五
日
、
黒
田
如
水
公

（鼻
祖
）
没
四
百
年
の
記
念

大
法
要
に
併
せ
て

「福
岡
城
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
全

市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
、
桑
原
敬

一
会
長
を

し
て

「福
岡
城
四
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」
を
結

成
し
た
。
そ
の
折
の
結
成
会
員
三
百
人
余

へ
の
会
報
紙

と
し
て
誕
生
し
た
の
が

「お
城
だ
よ
り
」
で
す
。

そ
れ
か
ら
七
年
、
年
四
回
の
発
刊
を
重
ね
て
参
り
ま

し
た
。

常
に
鴻
臆
館
よ
、
福
岡
城
よ
、
平
成
の
世
に
甦
れ
と
、

数
多
く
の
年
行
事
、
学
術
的
な
勉
強
会
や
観
光
市
民
大

学
等
巾
広
く
、
多
く
の
人
々
の
ご
協
力
、
ご
参
画
を
頂

き
な
が
ら
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
よ
り
は
特

に
、
公
官
民
財

一
体
と
な

っ
て
甦
れ
Ｈ
の
呼
び
か
け
に

動
き
出
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
更
な
る
ご
力
添
を
伏
し
て

お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
六
～
二
十
九
日

豊
臣
秀
吉
は
、
天
下
統

一
が
終
わ

る
や

否
や
海
外
遠
征
を
企

て
ま
す
。

い
わ

ゆ
る

七
年
間

に
及
ぶ

「文
禄

・
慶
長

の
役
」

の

始

ま

り

で
す
。
文

禄

元
年

（
一
五
九

二
）

二
月
よ
り
総
勢
八
軍
団

（隊
）

二
十
万
人

の
大
軍
が

一
斉

に
玄
界
灘
を
渡
海
し
ま
す
。

そ

の
時
、

北

部

九

州

の
三
武

将

が
築

き

駐

屯

し
た
、

第

一
軍

小

西

行

長

一
万

人

の

順

天

倭

城
、

第

二

軍

加

藤

清

正

二
万

一
千
人

の
西
生
浦
倭
城
、
第
三
軍
黒

田
長
政

一
万
三
千
人

の
機
張
倭
城
を
、
北

部
九
州
中
近
世
城
郭
研
究
会

の
中
村
修
身

会
長

の
案
内

で
、
石
垣

の
隅

か
ら
隅
ま

で

見

て
ま
わ
り
ま
し
た
。

↑
―

第
二
軍
進
路

（黒
田
長
政
他
）

ニ

ロ
本
軍
の
城

順天倭城の天守台をバックに記念撮影

(小西行長築造・駐屯)

誅
靱

鐵

一
方
、
海
上

に
お

い
て
は
、
続

々
と
渡

海
し
て
く

る
日
本
軍

の
大
船
団
を
、
地
元

の
利
を
生

（
し
知
略
ど
勇
猛
さ

に
よ
り
打

ち
破

っ
た
、
朝
鮮
水
軍

・
李
舜
臣
将
軍

の

西生浦倭城

(加藤清正築造・駐屯)

コ
ブ

ク

ソ

ン

「亀
甲
船
」

の
完
全
復

元
船

を
、
韓

国
海

軍

・
鎮
海
軍
港

で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

特

に
今
回
の
現
地
探
訪
で
黒
田
長
政
に

つ
い
て
知
り
え
た
の
は

チ

ン
ジ

ュ

①
難
攻
不
落

「普
州
城

の
攻
防
戦
」

の

一
番
乗
り
は
黒
田
長
政
隊
で
あ

っ
た
。機張倭城本丸より日本海を見る 亀甲船 (韓国・鎮海軍港)

②
隊
長
自
ら
虎
刈
り
を
し
た
の
は
、
黒
田

長
政
が
最
初
で
あ

っ
た
。
そ
れ
も
機
張

倭
城
周
辺
の
深
山
渓
谷
に
入
り
、
虎
を

捜
し
出
し
長
政
愛
用
の
銃
で
自
ら
仕
留

め

た

。

③
有
名
な
蔚
山
倭
城
で
孤
立
無
縁

の
加
藤

清
正
軍
救
援
作
戦

の
起
草
者

で
あ
り
、

そ
の
先
鋒
を

つ
と
め
た
の
は
黒
日
長
政

で
あ

っ
た
。
等
々
で
す
。

ま
た
、
関

ヶ
原

の
戦

い
の
翌
年
か
ら
、

各
大
各
が
競

っ
て
築
城
し
た
近
世
城
郭

の

石
垣
や
築
造
技
術
は
、
こ
の
倭
城
築
城

の

経
験
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
強

く
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
現
在

私
ど
も
が
見
て
い
る
国
内

の
城
と
今
回
の

倭
城
が
余

り

に
良
く
似

て

い
る
か
ら

で

す
。

記

福
岡
城
市
民
の
会
事
務
局

野
田
弘
信

機張倭城本丸の石垣、下は二の丸
(黒田長政築造・駐屯)



福
岡
城
探
謗

藤
　
金
之
助

入
パ

″

夜
ｑ

代

田

八

黒
九代

黒田 斉隆

黒

田
治
之

の
死

は
後

継
者

が
無
．く
、

三
カ
月
間
裏
に
秘
め
ら
れ
、
そ
の
間
に
六

代
藩
主
継
高
の
娘
が
嫁
で
い
た
讃
岐
多
度

津
藩
主
京
極
壱
岐
狩
縞
文
の
弟
又
八
を
養

子
に
迎
え
、
名
を
治
高
と
改
め
、
天
明
二

年

（
一
七
八
二
年
）
二
月
、
二
十
九
歳
で

八
代
君
主

の
座
に
つ
く
。

治
高
は
五
月

一
日
に
初
め
て
福
岡
に
入

国
す
る
が
六
月
末
頃

か
ら
病
気

（浮
腫
）

と
な
り
、
八
月
二
十

一
日
死
去
す
る
。
奇

し
く
も
先
代
治
之

の
死
か
ら
丸

一
年
目
の

同
じ
日
で
あ

っ
た
。
僅
か
半
年

の
治
世
で

あ

っ
た
。
墓
は
東
長
寺
に
あ
る
。

治
高
に
も
嗣
子
が
無
く
、
ま
た
も
裏
を

秘
し
て
後
継
者
を
探
し
、　
一
橋
家

の
徳
川

は
る
さ
だ
　
　
　
　
　
一

治
済

の
二

‐‐‐男
で
治
之
の
甥
√
訪
疑

る
雅
之

助
を
養
子
に
す

る
。
名
を
斉
隆
と
改
め

十
二
月
十
九
日
に
九
代
藩
主
ど
な
る
。　
‐ま

だ
六
歳

の
幼
君
で
あ
る
。　
　
―
　
　
　
・

藩
政
は
踵
臣
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

が
、
こ
の
時
、
幕
府
は
福
岡
藩
が
代
々
武

門
の
名
誉
之
し
て
守
っ
て
き
た

「長
崎
警

備
御
番
」
の
役
目
を
他
藩
に
変
更
し
よ
う

と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
驚
い
た
家
老
の
久

野
外
記
が
決
死
の
覚
悟
で
東
上
、
幕
府
０

要
人
に
陳
憶
し
、
こ
れ
を
取
り
や
め
家
老

に
よ
る
代
行
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一

斉

隆

は
幼

少

の
た

め

暫

く

は

一
橋

の
屋

敷

Ｆ
■

ん

で

い
た

が

寛

政

■
年

（
一
七
九
〇
一年
）

に
元
服
、
三
一年
後

の
寛

政
五
年
、　
二
七
歳
に
な

っ
て
初
め
て
福
岡

入
り
を
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
・●
●
・

斉
隆
は
十

一
代
将
軍
、
家
斉
の
弟
で
あ

り
、
時

の
老
中
、
松
平
定
信
が
田
安
徳
川

家
の
出
と

い
一う
こ
と
も
あ
り
、
幼

い
時
か

ら
そ
の
薫
陶
を
受
け
て
い
た
。
当
時
最
高

の
名
門
の
出
で
あ
り
、
賢
明
な
青
年
君
主

で
あ

っ
た
が
、

残
念
な
が
ら
生
来

の
虚
弱

体
質
で
あ

っ
た
。

寛
政
七
年

（
一
七
九
五
年
）
四
月
十

一

日
、
江
戸
よ
り
帰
国
し
た
斉
隆
は
六
月
初

払 吉
′
「コ「
こ]

(福岡市博物館所蔵)

め
か
ら
病
気

（
脚
気
）
と
な
り
、
六
月

二
十
三
日
、
十
九
歳

の
若

さ
で
死
去
す

る
。
墓
は
崇
福
寺
に
あ
る
。

福
岡
藩
で
は
七
代
治
之
の
遺
言
で
学
問

所
設
立
を
考
え
て
い
た
が
、
七
代
、
八
代

と
後
継
者
問
題

で
そ
れ
ど

こ
ろ
で
は
な

く
、
や
っ
と
駅
顎
■
年
（卜
牝
八
三
年
）、

儒
臣

の
竹
田
定
良
と
亀
井
南
冥

に
東
西
学

問
所

の
設
立
を
命
ず

る
。

「藩
士

の
多
く

が
恥
を
知

ら
ず
、
心
得

違

い
を
す

る
の
は
稽
古
事
を
怠
り
、
自
由

に
暮
ら
し
て
人

の
筋
道
を
知
ら
ぬ
こ
と

か

ら
起

る
。
」

と

い
う
趣
旨

で
ビ

シ
ビ

シ
鍛
え

て
く
れ
と

云
う

こ
と

で
あ

る
。

翌
年

一
月
、
竹

田
は
大
名
町

の
上

の
橋

に
東

の

「修
猷
館
」
物
籍
肛
月

に
は
亀
井

が
唐
人
町

に
西

の

「甘
棠
館
」
を
開
所
す

る
。
藩
校
な

の
で
入
学
資
格
は
武
士

の
子

弟

で
十

一
歳

か
ら

の
義

務

教

育

と

定

め

た
。
神
官
、
医
師

の
子
弟
も
入
学
を
許
可

さ
れ
た
。

一

修

猷

館

は
貝

原

益

軒

と

同

じ
く
珠

野

学

派

で
あ

っ
た

が
、

甘

棠

館

で
は
荻

生

そ
ら
い

但
休
の
古
典
学
派
で
あ

っ
た
。
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
年
）
、
幕
府
は
朱
子
学
以
外
を

〃
異
学
〃
と
し
て
禁
じ
た
。
そ
の
た
め
藩

で
は
西
学
問
所
、
甘
棠
館
を
廃
止
し
た
。

亀
井
南
冥
は

「金
印
」
で
も
名
を
残
し

て
い
る
。
天
明
四
年

（
一
七
八
四
年

）
二

月
二
十
三
日
、
志
賀
島
の
百
姓
、
甚
兵
衛

が
溝

の
中
か
ら
金
印
を
発
見
し
て
藩
に
届

け
た
。
南
冥
は
こ
れ
を

「後
漢
書
」
の

「東

夷
伝
」
に
あ
る

「光
武
賜
以
印
緩
」
と
推

定
し
た
。

ふ
く
お
か
の
歴
史
を
見
直
そ
う
■
・

甦
れ
‥
福
岡
城

「近
世
の
城
は
ど
う
し
て
生
ま
れ
た
か
」

日
　
蒔
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
日

（敬
老

の
日
）

受
付
開
始
　
十
二
時
半
よ
り

講
　
　
演
　
午
後

一
時
～
午
後
四
時

場
　
所
　
一雲
冗
新
聞
西
部
本
社

一
階

「よ
み
う
リ
プ

ラ
ザ
」

福
岡
市
中
央
区
赤
坂

一
―

王
ハ
ー
五

演
　
題
一
、
福
岡
城
と

一
夜
城

読
売
新
聞
西
部
本
社
　
池
田
和
正
氏

二
、
中
世

の
城

・
韓
国
倭
城

・
福
岡
城

北
部
九
州
中
近
世
城
郭
研
究
会

会
長
　
中
村
修
身
氏

三
、
福
岡
城
本
丸
模
型
を
見
る

筑
前
城
郭
研
究
会
作
成
の
模
型
を
自
由
見
学

入
　
自興
　
事
前
申
込
み

（先
着
百
二
十
名
ま
で
）

参
加
費
福
岡
城
市
民
の
会

の
会
員

一
無
料

一
般

¨
三
百
円

参
撫
嘩
込
み

福
岡
城
市
民
の
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　

０
９
２
１
７
１
６
１
８
２
３
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
２
１
７
１
６
１
８
２
５
４

「名
前
」と
コ
電
話
番
号
」
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

黒田如水・長政築造

福岡城天守閣と天守曲輪の模型
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5月
10月
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8月～3月

011
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市民6.800人

市民4.000人
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小 上

池 原

玲 昭

子 子

千 島
々
和 野

民
　
子

吉
．
範

よ
し
江

千
代
乃

富
士
隆

喜
美
子潔

神金柿梅井池麻

谷子木野手 田生

中杉酒小黒櫛河

村原匂池 瀬橋退

定正

寛夫範

吉柳米平浜前浜

村谷 田島武 田崎

（中
原
淳
子
）

爛
カ
ミ
ン
グ

花
柳
月
須
美
会

雄

　

一彰

治
　
子

三
重
子

洋
　
助

美
津
子

フ
カ
シ

光
　
風

久
美
子

輝
　
子

純
　
子

英

　

一

精
　
二

梁

井

迪

子

支 出額

(千円 )

観桜の宴

どんた(1台

観月の宴

15ノ、

福岡県内

福岡城内

の
名
款
業
定
事

業
容
事
内
実施予定
日  時

実施予定
場  所

従事者の

予定人数 鮮[鐵]支卜督瑞
賓

イベント冊催

イベントll催

イベント開催

研究 啓発
委託事業

委託事業

観桜の宴

どんたく舞台

観月の宴

晰

古代官道

機関紙発行

3月

5月

10月

6月～11月

8月～3月

4同

禍141城跡

福岡城跡
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個人 団llsへの募金活動 随時 FH‐時 0人 (2)●その他の事業
定款の

事業名
事業内容

実施予定
日  時

実施予定
場  所

追事者の

予定人数
支出額

(千 円 )

募金活動事業個人 団体への募金活動 随時 随 時 10人 0

2事業収入
イベント開催事業

観桜の宴

どんたく演舞台

観月の宴

西日本新聞旅行企画

研究 啓発事業
市民大学

古代官道

委託販売書籍

3その他事業会計からの繰入
経常収入合言|

Ⅱ 経常支出の部
1事業費

イベント開催事業

観1/Kの宴

どんたく演舞台

観月の宴

研究 啓発事業
市民大学

古代官道

機関紙 (福岡城だより)

委託販売書籍

2管理費
3予備費
経常支出合計

「
l そ,他 童全収 7、 ●JI
l受取利息

2雑収入
その他資金収入合計

当期収支差額

l,356

51,174

52530

I 資産の部
1 流動資 l‐
現金

普通預金

木収金

仮払金

流動資産合計

2 固定資産
固定資産合計

資産合計

53,130
1,073,436

2,477,475
25,000
3629041

36,523
671,381
2,602,000

0

3309904

3629041 3309904

科   目 H20年度 H21年度

1 流動負債
預 り金

木払金

流動負債合言|

2 固定負債
固定負債合計

Ⅲ 工味財産の部
前期繰越正味財産

当期■T味財産増減額
正味財産合言|

負債及び正味財産合計

82,445
86,494
168939

0 0

2,632,380
947,661

3.580.041

3,580,041

▲ 439,076
3.140、 965

62904 309904

今年も「どんたく福岡城演舞台」は盛況 (の
べ 15,000人 )で終わり、理事会 総会も
無事終了致しました。
休上していましたホームページが少しずつ

ですが動き出しました。

福岡城市民の会

でもご覧いただけます。
どんたくゃ総会の内容等も「活動報告Jに
掲載しています。「活動内容」を開くとカレン

ダーに行事や講演の案内もご覧頂けます。又、

会の運営に多くの方々のご意見やご要望など

を「お問い合せ」の欄にてお寄せ下さい。

皆様のお声と共に前に進んでいきたいと

願つています。
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TEL:0921716■ 8238
FAX:092.716…8254


